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復興・再生に組合員の力を結集しよう
主 な 記 事

第27回宮管・管工事機材展示会を開催
平成28年度給水装置工事配管技能検定会開催
水道フェア2016・ものづくりフェスタｉｎみやぎ2016開催



水の中の助け合い

　平成28年度の“みやかん”の表紙には、「2015仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

片平　航太さん
（仙台市立上杉山通小学校３年生）
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缶釣りゲームに挑戦する来場者

渡辺理事長

ゆっくりと軽食を召し上がって頂きました

第27回宮管・管工事機材展示会を開催

　８月27日（土）、仙台市若林区のサンフェスタ（卸町会館）において、メー
カーや商社等40社の協力を頂き、第27回宮管・管工事機材展示会を開催
した。
　開会式は午前９時50分から安達管理係長の司会で進められ、はじめに
渡辺理事長から「暑い中準備して下さったメーカー・商社の方々、職員
の皆さんに感謝申し上げたい。つい先日、イタリアの中部で地震が発生
し多くの方が亡くなったが、我々も1000年に一度という大震災に遭い、
共に乗り越えてきた。組合の資材販売高は減少しているが、それでも販
売高は全国でトップクラスである。これもメーカー・商社の皆様のお陰
と感謝申し上げたい。来年70周年を迎えるが、これからも資材販売を続
けていくので、今後ともよろしくお付き合いを頂きたい。」と挨拶があった。続いて、渡辺理事長、内海・
佐竹両副理事長、藤井専務理事、小林資材委員長、本山・小野両資材副委員長、㈱タブチの橋本博巳
取締役本部長、㈱日邦バルブ仙台営業所の片山憲彦所長、旭エーブイ産業㈱仙台営業所の太田光男所

長補佐、前澤工業㈱東北支店の丹野宏幸支店長
によるテープカットが行われ、展示会スタート
となった。
　会場内では、各社毎に趣向を凝らした形で出
展し、中には景品を用意して抽選を行うブース
等もあり、大いに賑わっていた。
　食事処では、「牛めし」と「餅」をご用意し、
また「かき氷」も無料で提供した。産直コーナー
では、登米市管工事業協同組合にご協力を頂い
たりんご・梨・ぶどう等の果物や野菜、当組合
による魚の販売があった。

華々しくテープカットが行われました
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　来場者は、各出展メーカーの担当者から商品の説明を聞いたり、製品を手に取ったりしながら、各
ブースをまわっていた。
　恒例のお楽しみ抽選コーナーは、沢山の景品を揃え、大いに盛り上がった。
　当日は、560名の来場者を数え、午後５時過ぎ、小林資材委員長の挨拶を以て、大盛況の内に閉会した。

楽天イーグルス観戦チケットのくじ引きに集まる来場者 今回も大盛況だったお楽しみ抽選コーナー

・愛知時計電機㈱　　　　　・㈱清水合金製作所　　　　・日本鋳鉄管㈱
・㈱アカギ　　　　　　　　・㈱清水鐵工所　　　　　　・ＮＥＷ　ＳＴＡＮＤＲＤ’Ｓ   　    
・旭エーブイ産業㈱　　　　・㈱昭和螺旋管製作所　　　・㈱光合金製作所   　            
・アズビル金門㈱　　　　　・水ｉｎｇ㈱　　　　　　　・日立金属㈱                     
・㈱エィアンドエィティー　・積水化学工業㈱　　　　　・日立コンシューマ・マーケティング㈱
・㈱大里　　　　　　　　　・仙台イタバシ機械㈱　　　・日之出水道機器㈱  
・㈱カクダイ　　　　　　　・大成機工㈱　　　　　　　・冨士機材㈱                      
・兼工業㈱　　　　　　　　・㈱ダイドレ　　　　　　　・㈱ベン                         
・㈱キッツ　　　　　　　　・㈱竹村製作所　　　　　　・前澤化成工業㈱                 
・㈱栗本鐵工所　　　　　　・㈱タゼン　　　　　　　　・前澤給装工業㈱ 
・コスモ工機㈱　　　　　　・㈱タブチ　　　　　　　　・前澤工業㈱                    
・㈱三栄水栓製作所　　　　・ＴＯＴＯ㈱　　　　　　　・未来工業㈱                     
・㈱三金　　　　　　　　　・㈱永島製作所
・㈱シバタ　　　　　　　　・㈱日邦バルブ 

　展示会の企画・運営に当たられた資材委員並びにメーカー・商社の皆様に心より感
謝申し上げます。ご協力誠にありがとうございました。
　これからも組合員の皆様に喜ばれるように、関係者一同、努力して参りますので、
どうぞ宜しくお願い致します。

 展示メーカー・商社の皆様（敬称略・50音順）

平成28年度給水装置工事配管技能検定会開催

　９月２日（金）、当組合構内において、公益財団法人給水工事技術振興
財団（以下「給工財団」という。）主催、公益社団法人日本水道協会（以
下「日水協」という。）と全国管工事業協同組合連合会（以下「全管連」
という。）の後援で、平成28年度給水装置工事配管技能検定会全国標準
検定及び分岐穿孔のみの検定の２コースが開催された。
  水道法施行規則第36条第２号に、配水管から水道メーターまでの給水
装置工事については、適切な技能を有する者に施工させる旨が規定され
ている。給工財団では、適切な技能を有する者を養成するため平成11年
度から「給水装置工事配管技能者講習会」を実施してきたが、水道事業
発展への更なる貢献と技能を有する者の養成促進という観点から、平成

給工財団　野上参与

実技課程に取り組む受検者

22年に講習内容の検討を行った。その結果、平成24年度より、実技課程における判定の厳格化や、学
科課程に習熟度考査を導入する等の見直しを行い、講習会の名称も「給水装置工事配管技能検定会」
に変更した。
　全国標準検定は、２年程度の給水装置工事実務経験と、配水管の分岐穿孔及び給水管の接合等の技
術に関する基本的な知識を既に有する者、又は工業高等学校等の卒業者であって配管実技を履修して
いる者を対象としており、分岐穿孔のみの検定は、水道事業体や日水協地方支部・都府県支部が実施

した給水装置の配管技能の実技に関する試験合
格者又は講習会修了者等を対象としたもので、
宮管組合員企業から11名、その他を含め合計36
名が受検した。
　当日は、全管連宮城県支部（宮城県管工事業
協同組合連合会）事務局を与

あずか

る当組合の千葉総
務課長が司会を務め、はじめに給工財団の野上
敏行参与と当組合の藤井専務理事から挨拶があ
り、続いて、実技監督員を紹介した後、サドル
付分水栓の取付と銅コアの挿入に関する手順が
プロジェクターを使った映像で説明された。次
に、監督員らによる実技課程の模範実演が行わ
れ、受検者はそれらを参考にしながら課題に取
り組んだ。

【学科課程（90分）：全国標準検定・分岐穿孔のみの検定共通】
　　「水道法」「水道水質」「給水管、継手、分水栓及び各種弁類」
　　「給水装置工事」「道路上における給水装置工事」「水理学の基礎」

【実技課程（120分）：全国標準検定】
　　「配水管（ダクタイル鋳鉄管）へのサドル付分水栓の取付」
　　「手動式穿孔機による配水管の分岐穿孔」
　　「 給水管（ポリエチレン二層管、硬質ポリ塩化ビニル管、硬質塩化ビニルライニング鋼管）の切

断・接合・組立」

【実技課程（60分）：分岐穿孔のみの検定】
　　「配水管（ダクタイル鋳鉄管）へのサドル付分水栓の取付」
　　「手動式穿孔機による配水管の分岐穿孔」
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水道フェア2016開催

　７月30日（土）、仙台市青葉区のせんだいメディ
アテークにおいて、仙台市水道局主催による「水
道フェア2016」［共催：公益財団法人仙台市水道
サービス公社（以下、「サービス公社」という。）・
宮城県管工業協同組合］が開催された。
　このフェアは、安全で良質な仙台の水道水をア
ピールし、おいしさと安全性を再認識してもらう
ことで、水道水利用の促進をはかることを目的と
して実施されたものである。
　午前11時に開会し、はじめに「あなたの身近な
水風景」をテーマにした絵てがみと写真の優秀作
品に対する表彰が行われ、髙橋新悦仙台市水道事
業管理者から入賞者へ賞状と記念品が贈られた。会場内では、水道局の各部署がそれぞれ趣向を凝ら
した出展をする中、特に水道水と市販のミネラルウォーターを飲み比べる「きき水」体験や「水道ク

イズラリー」、サービス公社の「水でっぽうづくり」
などが人気を集め、終始賑わいを見せていた。
　当組合は、模擬配管（水道メーターを含む宅内
給水装置の一部）を展示し、水道水の流れに応じ
た給水装置のしくみと、漏水の見分け方等につい
て説明した。また、「水まわりの相談コーナー」
を設け、“地元組合加盟の指定水道工事店にお気
軽にご相談ください”と書かれた全管連作成のＰＲ
チラシと宮管組合員名簿を配布するとともに、上
下水道委員会の赤間副委員長、服部委員、鈴木委
員らが市民からの相談に応じ、疑問や心配事につ
いて説明することで、当業界のＰＲとイメージ
アップに努めた。

市民から注目を集めた模擬配管

相談を受ける赤間副委員長（左）と鈴木委員

ものづくりフェスタinみやぎ2016開催
～みやぎ元気まつり2016と同時開催～

　８月６日（土）～８月８日（月）の３日間、仙台
市宮城野区の夢メッセみやぎにおいて、宮城県職
業能力開発協会主催による「ものづくりフェスタ
inみやぎ2016」が開催され、当組合も出展参加し
た。
　ものづくりフェスタは、 技能者の創意工夫によ
る作品の展示、実演、ものづくりの体験等を通じ
て、技能と生活の関わり、技能の素晴らしさや重
要性について県民の皆様に理解して頂くことを目
的として開催されている。
　会場には、県内の専門工事業団体が多数参加し、
各種体験・販売・相談等、様々なブースが設けら

れ、イベント期間中は好天にも恵まれたこともあって、大勢の来場者が訪れた。
　当組合はものづくり体験として塩ビ管を使った「水でっぽう作りコーナー」を設けた他、㈱三栄水
栓製作所と㈱エィアンドエィティーに協力を頂いて節水型シャワーヘッドと携行型非常用浄水器を展
示、更に、組合員㈲泰光住建が製作に関わったトイレットアートを展示した。
　特に、昨年大好評で長蛇の列をつくった「水でっ
ぽう作りコーナー」は今年も人気を集め、今回は
待ち時間を極力短くするため、事前に宮管組合員
名簿等を同封した整理券を配布して対応した。水
でっぽう作りに使用した材料は、７月末に20名を
超える青年部会員が集まり、準備に協力して貰っ
た。子供たちは、上下水道委員・青年部役員・組
合職員らの指導を受けながら、真剣且つ楽しそう
に作業に勤しみ、３日間で約600人が水でっぽう
作りを体験した。

組合ブースの様子（１日目）

非常用浄水器の使い方を聞く子供たち

たくさんの子供たちで賑わった水でっぽう作り（左：２日目、右：３日目）
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平成28年度みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進大会開催

　９月６日（火）、仙台市青葉区の日立システムズホール仙台において、平成28年度みやぎ復旧・復興
工事ゼロ災運動推進大会が行われ、当組合からは渡辺理事長が宮城県建産連副会長として出席したほ
か、役員も多数参加した。席上、組合員㈲藤英工業（代表取締役社長　郷古孝雄氏）が、労働災害防
止に尽力した功績が認められ、建災防宮城県支部長表彰を受賞した。
　この大会は、建設業に従事するすべての工事関係者一人一人が労働災害ゼロに向けた意識の高揚を
図るとともに、ゼロ災運動を一層推進させ、震災からの早期復興に寄与することを目的に開催された。
宮城労働局管内では、大震災後の労働災害の増加を鑑み、平成24年12月より「みやぎ復旧・復興工事
ゼロ災運動」が展開されている。
　大会は午後１時30分、みやぎ復旧・復興工事ゼロ災
運動推進協議会の会長を務める建設業労働災害防止協
会千葉嘉春宮城県支部長と東北地方整備局仙台河川国
道事務所松井茂久所長、そして、主唱者として尾形强
嗣宮城労働局長から挨拶が述べられた。次に、安全表
彰が行われた後、安全宣言が読み上げられた。
　第二部では、宮城労働局の齋藤俊一健康安全課長に
よる「復旧・復興工事における安全対策」と題した基
調講演と、中央労働災害防止協会教育推進部の鈴木博
仁ゼロ災推進センター所長による「効果的なＫＹの実
践」と題した特別講演等が行われた。 表彰を受ける郷古氏

青年部コーナー

全管連青年部の第20回総会並びに創立20周年記念式典に参加して

総会の様子

監査　小野　修司（全栄興業㈱）

　去る８月20日（土）に、東京都新宿区の京王プラザホテルにおいて、全管連青年部の第20回総会並
びに創立20周年記念式典が行われ、郷古会長（㈲藤英工業）、大泉副会長（㈱北栄工業所）、扇副会長

（藤倉設備工業㈱）、渡辺相談役（中央管工業㈱）、松岡会員（㈱松清産業）、そして私の６名で参加し
てまいりました。記念講演からは渡辺理事長も招待されており、また、全管連青年部のＯＢとして、
扇会長（藤倉設備工業㈱）と佐竹社長（㈱金華工業商会）が出席されました。
　総会では、事業報告・決算報告と来年度の事業計画・予算案がそれぞれ説明され、すべて原案どお
り可決されました。また、役員補充の件で、石川県青年部の代表の方が新たに理事に選任された他、
理事会において熊本県青年部の入会を承認したことが報告されました。
　記念講演では、かつて全管連青年部副会長を務められた（元秋田管工事業協同組合青年部協議会会
長）佐藤裕之氏から「汝何の為にそこにありや」（地方創生／まちおこし実践論）～雪寄せから風力
発電まで～と言うタイトルで、秋田における“まちおこし”について講演を頂きました。
　記念式典では多くの来賓をお招きして、ＤＶＤが放映されました。ＤＶＤの中では、会員団体の紹
介と全管連青年部発信の事業報告（宮管青年部でも実施している水源地をきれいにするキャンペーン
等）、及び秋山雅仁会長のこれからの青年部についての話がありました。また、全国中小企業団体中
央会より、全管連青年部に功労賞が授与され、その後、相談役の退任式（初代会長の福田相談役、二
代目会長の高井相談役、三代目会長の五十嵐相談役）が行われました。
　懇親会では400名を超える参加者が集い、東京で活躍しているチアガールチームのダンスが会場に
花を添える中、今回の余興では、塩ビパイプを指定された長さに、目測で切る競技が行われました。
宮管青年部を代表して出場した大泉副会長は、−６㎝で惜しくも予選を通過することができませんで
した。そんな大盛り上がりの会場で青森県や秋田県等の近隣の青年部と交流し、時が過ぎるのも忘れ
るくらい楽しく過ごす中、全管連青年部の副会長を務める当会の扇副会長が中締めを行い、今回の総
会と20周年記念行事が幕を下ろしました。

パイプ切り競争に出場した大泉副会長（中央）
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『平成28年度親組合への報告会・勉強会並びに懇談会』を開催して

 幹事　菅井　孝司（東北大進設備㈱）

　８月18日（木）、仙台市青葉区のホテル法華クラブ仙台において宮管青年
部主催による「親組合への報告会・勉強会」を開催しました。
　６月の総会で役員の改選があり、会員を交えた総会後の事業としては、
今年度初の事業となりました。
　はじめに、青年部を代表して郷古会長より、親組合から多大なるご支援
を頂いていることへの御礼の挨拶があり、次いで青年部の平成27年度事業
活動報告をしました。また今回は、郷古会長の“渡辺理事長の生い立ちや
現在に至るまでの経過などを勉強させて頂きたい”との要望が叶い、ご多
忙の中にもかかわらず渡辺理事長からお話を頂けることになりました。
　当日は、理事長ご自身が出生から今日に至るまでをまとめた資料を準備して下さいました。私は、
その資料のはじめに、「井戸に落ちる」「鼻の怪我」「川遊びで溺れる」とあるのを見て、これは、あ
まり穏やかな話ではないのかな？というのが最初の印象でした。
　理事長のお話は、「私は遠田郡南郷村の農家に生まれました。幼少時代のご馳走はラムネでした。」
で始まり、「井戸に落ちる」などは幼少時代の出来事で、井戸に落ちても、鼻を怪我しても、川で溺
れても、運があったから今がある、と語っておられました。
　設備会社勤務を経た後に、中央水道工業所を立ちあげられたそうです。当時は社長自ら、各現場へ
の従業員の送迎をするなど忙しい毎日を過ごしたこと、入院先の病院でクリーニング店の店主と出
会ったことなど、人との出会いで経営の心得など多くを学び、現在があると話されました。そして、
順調に会社を経営していた中での大病の通告。理事長は「ゴルフがしたいから大病を乗り越えられた。」
と笑いを交えながら語りかけてくれましたが、治療中は、ご家族と共に大変辛く、会社の事などを考
えると辛抱ならない毎日だったと思います。

　「人生は運がなければ今は無いかもしれな
い。人生には運も不運もある。また良くも悪
くも様々な人がいるので、金銭の話など持ち
込まれたら気を付けるように。」との忠告の
言葉で、講演をまとめられました。
　その後、青年部会員からの質問に答えて頂
き、また理事長個人から出席者全員に慈眼寺
住職 大阿闍梨 塩沼亮潤著の『縁は苦となる　
苦は縁となる』をプレゼントして頂きました。
　その後の懇談会では、親組合の役員の皆様
にも参加して頂きました。座席は参加者全員
くじ引きで決め、それぞれのテーブルが今ま
でにはないような配置となり、賑わっていま

郷古会長

した。
　ご多忙の中にもかかわらず、私たち青年部に貴重な時間を費やし、多くの事を勉強させて頂いた渡
辺理事長に深く感謝すると共に、ご出席頂いた親組合の皆様に心から御礼申し上げます。

勉強会の様子

～宮管青年部新役員の皆様から～

「青年部代表幹事に就任して」

代表幹事　本山　泰督（本山振興㈱）
　この度、代表幹事を仰せつかりました本山振興株式会社の本山泰督です。若輩
者の私が代表幹事という大役を仰せつかり責任の重大さに身の引き締まる思いで
す。
　最初のうちはご面倒をお掛けすると思いますが、他団体で培ったノウハウを活
用しながら、先輩達が築き上げてきた青年部を支えられるよう、誠心誠意、責務
を果たすべく努める所存ですので、何卒ご指導とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

「会計幹事に就任して」

幹事　阿部　良邦（㈱伊藤工業所）
　この度、会計幹事を仰せつかりました株式会社伊藤工業所の阿部良邦と申しま
す。
　2020年東京オリンピックの年には、青年部を卒業する身ですが、１期２年新人
幹事として精進して参りますので、皆様あたたかいご声援よろしくお願い致しま
す。

「幹事就任のご挨拶」

幹事　三浦　修（㈱三浦組）
　この度、幹事に就任いたしました、株式会社三浦組　三浦修です。青年部運営
に少しでもお役に立てるよう役目を果たしていく所存ですので、皆さま方の温か
いご指導とご鞭撻の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
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歳相応の「もの想い」

仙台ガス水道工業㈱　取締役会長

宮城県管工業協同組合 
理事　外　山　佳　嗣

　夏と思えばもう秋です。少しすれば寒い冬です。季節の移ろいをとても速く感じるようになりまし
た。それは心が歳を重ねることを拒んでいる証でしょうか。これ以上歳はとりたくないものです。こ
れ本音です。そういう私は今年67歳になります。
　「春はあけぼの」「夏は夜」「秋は夕暮れ」と思うほど高尚ではありませんが、若い時は新しい季節
を今よりずっと鮮やかに感じていたものです。夢がありました。今はカレンダーの数字を追いかけて
いくだけです。
　老いてこのかた感動という言葉にとんと縁が無くなりました。昔は季節に限らず、いろいろな出会
いに心ときめいたものです。今はどうでしょうか。熱が無くなりました。
　肉体の老朽化は行動だけでなく、やがて思考までもスローにします。のろまな老人はいつか皆から
当てにされなくなります。歩くのが遅いのは腰が痛いためだけではありません。とりわけ急ぐ用も無
いからです。決断が遅いのは、私の結論など誰も期待していないことを知っているからです。これ年
寄りの僻みですかね。
　こうしたゆっくりテンポの生活が毎日を、ひいては１年を短く感じさせるのでしょうか。以前はと
ても考えられなかったことですが、休日一日中ただただ何もしないで過ごすことが、苦も無くできる
ようになりました。そして夕暮れ時に思うのです。「今日も一日終わったな」と。これホント爺様です。
　子育てに忙しい頃は、子供の成長が時間の物差しになっていました。小学校の６年、中学校の３年、
高校の３年、大学の４年。３人の子供と共に６年３年と。目指す目標がありました。出来の悪い子供
たちでしたが、少しばかりの期待がありました。一方では会社の業務がありました。思えば手さぐり
の経営の日々でした。家庭と会社の１日１月１年。ささやかな「夢」と精一杯の「熱」がありました。
　では、これからの時をどう過ごしましょうか。子供たちも離れてそれぞれの家庭を持ちました。今
度こそ自分だけのための目標を立てて、もう一度奮起してみようか。無理です。
　もしも人生に「起承転結」があるとすれば、私は今どの場所にいるのでしょうか。これからはもう
新たな転機があるわけでもなし。またあることも望まないし。ということは既に結の域に達している
のか。ひょっとすると、結もとうに終わってしまっているのかもしれない。仮に「結」の後の時間を

「余生」と呼ぶなら。では、この余生をどうするか。できることなら誰からも期待されず苦にもされず。
穏やかに。前進もせず後退もしないで。ゆっくりとした時の流れの中で、いつまでもそこに留まって
いたい。これがただ今の私の本音です。

Note役員ノート
仙台と言えば… 「“仙台”の由来」

　仙台城（青葉城）があった辺りは、古くから“せんだい”と称されていました。『伊達治家記録』に「昔
時この城の側に千体仏あり、因って千体と号す。その後文字を千代と改む」と述べられていることか
ら、“千体”と称され、その後“千代”の文字になったということです。
　“仙台”の字となったのは慶長５年12月のこと。伊達政宗が、新たな国造りに取り組む中で、中国
の唐の漢詩の一部「仙台初見五城楼」からとって「仙人の住む台＝理想の場」として、“仙台”と改
名したという説が有力です。

□仙台のあゆみ
　大昔
　　現在の仙台は、青葉山から太平洋岸まで、宮城野につづく荒涼とした原野だった。
　文治５（1189）年
　　 源頼朝が奥州征伐をした際に活躍した千

ち

葉
ばの

介
すけ

常
つね

胤
たね

の五男（五郎胤
たね

通
みち

）に国分荘として与えられた
と言われています。（千葉氏は国分氏に改称）

　　 そして、国分氏は五郎胤
たね

通
みち

以来、17世紀の彦九郎盛
もり

重
しげ

まで、岩切城主の留守氏と並び、宮城の53
の村を治めていた。青葉山には国分氏の居城「千代城」があった。

　慶長元（1596）年
　　国分盛重は、伊達政宗に敗れ、没落。
　慶長５（1600）年
　　伊達政宗が青葉山に築城を計画、12月24日仙台の地に居城を定める。
　慶長６（1601）年
　　仙台藩誕生。
　慶長８（1603）年
　　８月、伊達政宗が岩出山から仙台城に入城。
　明治４（1871）年
　　仙台県誕生。
　明治５（1872）年
　　仙台県が宮城県に改称。
　明治22（1889）年
　　仙台市誕生。

“せんだい”の語源の諸説について、代表的なものをご紹介します。
①鎌倉時代以降、川に囲まれた山の手を“川

かわ

内
うち

”と称し、広瀬川に囲まれた“川
かわ

内
うち

”を音読
みして“せんだい”となったという説。
②アイヌ語で、広い川の意味がある“セプナイ”という言葉がもとになったという説。
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Ｐ
パ　ム

ＵＭくんの「これ知ってる？」

 「日本の街路樹として一番植えられている木」
　宮城県管工事会館前（仙台市青葉区愛宕上杉通り）の黄金色に染まるイチョウ並木が、一段と美し
い季節になりました。
　全国には675万本の街路樹が植えられており、そのうち一番多いのがイチョウの57万本です。なお、
第２位がサクラ、第３位がケヤキとなっています。
　イチョウは、鎌倉時代に日本に伝来し、それ以来、寺院や神社を中心に植えられていましたが、明
治時代以降は街路樹として親しまれるようになりました。イチョウが選ばれてきた大きな理由は、「丈
夫さ」と「美しさ」を兼ね備えた木だったことだそうです。

　「丈夫さ」
　・街路樹は定期的な剪定作業が必要だが、銀杏は枝を切っても芽を再生する力が強い。
　・ 火に強い。（関東大震災の大火で黒焦げになっても、現在までしっかり葉が茂っているイチョウや、

原爆を受けても再生して芽吹いたイチョウが有名）
　・排気ガスに強い。
　・害虫や乾燥にも強く、寿命が長い。

　「美しさ」
　・幹がまっすぐに伸びる。
　・樹形が円錐形に整う。

長所が目立つイチョウですが、短所は道路に落ちたギンナンの悪臭ではないでしょうか。
イチョウには雄と雌があり、雌の木には種であるギンナンがあります。ただし、最近作
られたイチョウ並木は、ギンナンがない雄の木が植えられているようです。また、イチョ
ウの葉は油分が多く、昔は落ち葉が路面電車のレールに積もって車輪がスリップしたこ
ともあったそうです。

仙台以外のイチョウ並木の名勝地
・北海道大学 札幌キャンパス ・静岡県三島市 日大通り
・福島市 あづま総合運動公園内 ・岐阜県各務原市 学びの森プロムナード
・東京大学 本郷キャンパス ・名古屋市中村区・中区 桜通
・東京都 北青山 神宮外苑 ・三重県伊勢市 伊勢神宮
・東京都立川市 昭和記念公園 ・大阪市御堂筋
・横浜市中区 日本大通り、山下公園通り ・岡山大学
・横浜市港北区 慶応義塾大学日吉キャンパス ・熊本県庁前

組 合 の う ご き

７月４日（月）・資材委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成28年５月分迄の資材販売実績報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管・管工事機材展示会について
　　　　　　　②70周年記念資材展示会の企画について
　　　　　　　③機関誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”盛夏号の発刊について
　　　　　　　②各コーナーの執筆者について
７月６日（水）・上下水道委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成28年度工事事業の予算と実績（４～５月分）
　　　　　　　②仙台市指定給水装置工事事業者数並びに仙台市公認排水設備工事業者数の推移
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①水道フェア2016について
　　　　　　　②ものづくりフェスタinみやぎ2016について
　　　　　　　③仙台市下水道フェア2016について
　　　　　　　④平成28年度水道凍結防止キャンペーンについて
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①機関誌“みやかん”への執筆者について
　　　　　　　②最近の諸課題等について
　　　　　　　③４者間（水道局・建設局・水道サービス公社・上下水道委員会）意見交換会につい

て
７月７日（木）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①宮管安全大会実施報告
　　　　　　　②第43期（平成28・29年度）における検討事案
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①資材売掛規約の改正について
　　　　　　　②給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会の実施について
　　　　　　　③宮管親善ゴルフコンペの実施について
　　　　　　　④救命講習（ＡＥＤを使用した心肺蘇生実習）の実施について
　　　　　　　⑤宮管親善ボウリング大会の実施について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①機関誌“みやかん”への執筆者について
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７月11日（月）・７月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤平成28年度安全大会実施報告
　　　　　　　⑥資材委員会報告
　　　　　　　⑦上下水道委員会報告
　　　　　　　⑧70周年記念誌第２回編集委員会報告
　　　　　　　⑨70周年記念旅行第１回実行委員会報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①平成28年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　　　　　　　②お盆休業について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①今後の主な行事等スケジュールについて
　　　　　　　②全管連大阪大会参加に関する連絡事項
　　　　　　・仙台市下水道フェア2016の実施にかかる打合せ会に千葉総務課長出席
７月12日（火）・「ものづくりフェスタinみやぎ2016」第２回運営委員会に白戸資材部次長出席
７月13日（水）・全管連第56回（平成28年度）通常総会・全国大会・懇親会（大阪府大阪市）に渡辺理

事長外出席
　　　　　　・（一社）宮城県建設専門工事業団体連合会平成28年度第20回「職長との懇談会」に井上

修氏（㈱興盛工業所）、高橋智亨氏（㈱アトマックス）出席
　　　　　　・平成28年度宮城県建設工事表彰式・事故防止対策推進大会に白戸資材部次長、小島工

事部次長出席
７月19日（火）・第４回東北地方建設産業社会保険未加入対策推進協議会に藤井専務理事出席
７月20日（水）・厚生科学審議会生活環境水道部会第４回水道事業の維持・向上に関する専門委員会に

渡辺理事長出席
７月25日（月）・森水達夫氏叙勲（瑞宝単光章）受章記念祝賀会に渡辺理事長出席
　　　　　　・平成28年度東北建専連会員団体長等と東北地方整備局との意見交換会、定期総会、同

懇親会に藤井専務理事出席
７月27日（水）・平成28年度全国設備工業教育研究会第52回宮城大会に渡辺理事長出席
　　　　　　・商工中金新旧仙台支店長歓送迎会に渡辺理事長出席
　　　　　　・平成28年度第１・四半期監査会開催
　　　　　　　①現金（小口）残高確認
　　　　　　　②第１・四半期監査
　　　　　　・平成28年度宮城県木造家屋等建築工事安全対策幹事会・委員会に小島工事部次長出席
７月28日（木）・㈱宮城県管工事会館監査役会に吉田常務理事、松岡理事出席
　　　　　　・宮城県中小企業団体事務局長懇話会平成28年度（第45回）通常総会及び講演会に吉田

常務理事出席
７月29日（金）・（一社）宮城県建築士事務所協会平成28年度納涼会に藤井専務理事出席
７月30日（土）・「水道フェア2016」開会式に渡辺理事長外出席、上下水道委員会の赤間副委員長、服

部委員、鈴木（幸）委員外が市民の相談等に応対
　　　　　　・平成28年不忘平和記念公園慰霊祭に佐竹副理事長、吉田常務理事外出席

８月１日（月）・（公財）給水工事技術振興財団第３回東日本大震災給水装置被害状況報告書作成委員会
に渡辺毅浩氏（中央管工業㈱代表取締役社長）出席

８月２日（火）・水道整備促進全国決起集会に渡辺理事長出席
８月３日（水）・厚生科学審議会生活環境水道部会第５回水道事業の維持・向上に関する専門委員会に

渡辺理事長出席
８月５日（金）・資材委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①平成28年６月分迄の資材販売実績報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①宮管・管工事機材展示会について
８月６日（土）・今野隆吉氏旭日中綬章拝受記念祝賀会に渡辺理事長出席
８月６日（土）・「ものづくりフェスタinみやぎ2016」に出展し、上下水道委員、宮管青年部役員及び
   ～８日（月）　宮管職員等延べ18名が従事
８月10日（水）・８月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③資材委員会報告
　　　　　　　④水道フェア2016並びにものづくりフェスタinみやぎ2016報告
　　　　　　　⑤第１・四半期決算報告
　　　　　　　⑥第１・四半期監査報告
　　　　　　　⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①９月度理事会開催予定日の変更について
　　　　　　　②青年部との懇談会について
　　　　　　　③水道整備促進全国決起集会における決議について
　　　　　　　④みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進大会参加の件
８月18日（木）・宮管青年部連絡協議会平成28年度親組合への報告会（勉強会）及び懇談会に渡辺理事

長外出席
８月20日（土）・全管連青年部協議会創立20周年記念式典に渡辺理事長外出席
８月23日（火）・平成28年度官公需確保対策地方推進協議会に吉田常務理事出席
　　　　　　・仙台商工会議所キャッシュフローセミナーに阿部経理係長出席
８月24日（水）・平成28年度地区連絡会各ブロック代表者等による全体打合せ会開催
　　　　　　・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①『資材売掛規約』の一部改正について
　　　　　　　②『功労者顕彰規程』に定める「感謝状」の適用範囲見直しの検討
　　　　　　　③『退任役員及び委員等に対する記念品贈呈内規』一部見直しの検討
　　　　　　　④『功労者に対する顕彰状及び記念品贈呈内規』一部見直しの検討
８月27日（土）・第27回宮管・管工事機材展示会を開催、組合員代表者等560名来場
８月29日（月）・厚生科学審議会生活環境水道部会第６回水道事業の維持・向上に関する専門委員会に

渡辺理事長出席
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理事（役員）会報告

－７月度理事会－  

１．日　　時　　平成28年７月11日（月）15：00 ～ 16：30
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺（皓）理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の６月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ６月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　外山広報委員長より、機関誌「みやかん」盛夏号の掲載予定記事等の内容を検討した旨、次いで平
成28年清秋号以降の各コーナー執筆依頼について協議した内容が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　菅原総務・厚生委員長より、安全大会の実施結果と、今期の検討事案について報告した旨、次いで
資材売掛規約の改正、給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会・親善ゴルフコンペ・救命講習・
親善ボウリング大会の各実施要領、機関誌“みやかん”への執筆者について協議した内容等が報告さ
れ、一同了承した。

⑤平成28年度安全大会実施報告
　菅原総務・厚生委員長より、６月28日に実施した安全大会について、参加者、来賓出席者、安全講
話の内容、費用等が報告され、一同了承した。

⑥資材委員会報告
　小林資材委員長より、平成28年５月分迄の資材販売実績報告があった旨、次いで８月27日(土)にサ
ンフェスタで開催する管工事機材展示会と機関誌“みやかん”への執筆者について協議した内容等が
報告され、一同了承した。

⑦上下水道委員会報告
　松岡上下水道委員長より、今年度５月分迄の工事事業実績と、仙台市の指定給水装置工事事業者数

及び同公認排水設備工事業者数の報告を行ったこと、次いで「水道フェア2016」、「ものづくりフェス
タinみやぎ2016」、「仙台市下水道フェア2016」、「平成28年度水道凍結防止キャンペーン」の各行事へ
の参画と担当委員について協議した旨、４者間意見交換会の開催については例年どおり11月下旬から
12月上旬頃を予定したいこと等が報告され、一同了承した。

⑧70周年記念誌第２回編集委員会報告について
　渡辺委員長に代わり、吉田常務理事より「記念誌の表題について」「発刊時期」「製本サイズ」「制
作部数」「発注先」「祝辞の依頼先」等について決定した内容が報告され、一同了承した。

⑨70周年記念旅行第１回実行委員会報告
　渡辺委員長に代わり、藤井専務理事より「時期」「方面」「予算」等、協議した内容が報告され、一
同了承した。

※協議事項
①平成28年度地区連絡会ブロック会議の開催について
　藤井専務理事より、今年度地区連絡会ブロック会議の開催について、８月にブロック代表者との打
合会を開催し、詳細を決めていきたい旨が説明され、一同了承した。

②お盆休業について
　藤井専務理事より、今年のお盆休業は８月13日を特別休業として加え、８月16日迄の４日間とした
い旨が提案され、一同了承した。

※その他
①今後の主な行事等スケジュールについて
　吉田常務理事より、今後、70周年記念行事や全管連全国大会（岩手県開催）等、平成28年度から平
成30年５月の通常総会迄の間に予定されている主な行事が説明され、一同了承した。

②全管連大阪大会参加に関する連絡事項
　吉田常務理事より、標記に関する連絡事項が説明され、一同了承した。

③その他
　千葉総務課長より、平成28年度仙台市技能功労者の推薦について、該当者がいれば連絡を頂きたい
旨が説明され、一同了承した。
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－８月度役員会－                               

１．日　　時　　平成28年８月10日（水）15：00 ～ 16：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　渡辺理事長・内海副理事長・佐竹副理事長・藤井専務理事
　　　　　　　　　　　　　吉田常務理事・外山理事・菅原理事・小林理事・渡辺（好）理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・本山理事・小野理事　　　　　計14名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計２名
      　　　　　　事務局　　小川扇町本部長・白戸資材部次長・須藤総務部次長・小島工事部次長
　　　　　　　　　　　　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計５名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　吉田常務理事より、組合の７月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川本部長より資材と工事の各共同事業について、それぞれ７月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③資材委員会報告
　小林資材委員長より、平成28年６月分迄の資材販売実績報告があった旨、次いで管工事機材展示会
の諸準備等について協議した内容が報告され、一同了承した。
　次いで小川本部長より、拡販の営業を重ねた結果、売上に繋っているので、引き続き営業を行って
行く旨が報告された。

④水道フェア2016並びにものづくりフェスタinみやぎ2016報告
　赤間上下水道副委員長より「水道フェア2016」について、次いで、松岡上下水道委員長より「もの
づくりフェスタinみやぎ2016」について、当組合の出展内容、従事者、当日の様子等が報告され、一
同了承した。

⑤第１・四半期決算報告
⑥第１・四半期監査報告
　須藤総務部次長より、第１・四半期（平成28年４月１日～６月20日）の決算内容が報告された後、
武田監事より、監査の結果について適正に会計処理されている旨が報告され、一同了承した。

⑦仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　小島工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者の平成28年４月から７月末迄に12社が新たに
指定され、５社が指定廃止となったことから７月末現在の指定業者数は590社になっていること、また、
排水設備工事業者は８月１日付けで新たに５社が承認された一方、２社が承認取り消しとなり、同日
現在の合計が411社になっていることが報告され、一同了承した。

※その他
①９月度理事会開催予定日の変更について
　渡辺理事長より、９月度理事会の開催予定日（９月８日）に、全管連本部会長他が岩手県を訪問し
て行われる来年度の全管連総会・全国大会に係る視察とヒアリングに出席が必要になったため、９月
７日（水）に理事会日程を変更して頂きたい旨が説明され、一同了承した。

②青年部との懇談会について
　千葉総務課長より、８月18日に開催される宮管青年部との懇談会について説明され、一同了承した。

③水道整備促進全国決起集会における決議について
　藤井専務理事より、８月２日に東京の自民党本部で行われた首題集会における決議の概要が説明さ
れ、次いで集会に出席した渡辺理事長より補足説明が加えられ、一同了承した。

④みやぎ復旧・復興工事ゼロ災運動推進大会参加の件
　千葉総務課長より、９月６日に開催される首題大会への役員の出席について説明され、一同了承し
た。

■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」

○組合脱退

　有限会社 佐々木設備（No.199） 【平成28年８月22日付】

組合員のうごき
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健康だより

 『若さ故の』

ウォーターワークス仙台㈱　代表取締役社長

宮城県管工業協同組合
総務・厚生委員　髙　田　浩　之

　「ところで髙田君は何歳？」「今年誕生日が来たら30歳です。」「え！？…社長、こんなに若くて大丈
夫？」社長交代を春に控え、各取引先へ事前報告の為社長(当時)と一緒に伺っていた際、先方の一言。
　入社後２年間現場を経験し施工管理者へ。昔から人を驚かせる事と喜ばせる事が好きだった事もあ
り、現場の人やお客様から頼られ喜ばれる事、又どうせやるなら周りの誰にも負けない管理者を目指
し業務に取り組んだ。現場で懸案事項が発生した際には、先を読んだ一手を打てなかった事を反省し、
まず現場に向かい即座に次の一手を打合せした。お客様から見積りのご依頼を頂けば、指定された日
程より１日でも早く仕上げ届けた。試行錯誤しながら何とか要望に応えられる管理者を目指した。数
年経ち、先輩だらけだった社内も、半数近くは同僚・後輩となったある日、社長から「来春から社長
を交代したい。」と突然告げられた。当時社長にとっては、グループ事業の成長と繁栄の為の組織改
革の一環に過ぎなかったであろうが、独立心の欠片もなかった自分にとってはまさに青天の霹靂、即
答は出来なかった。「重圧なら受けなくてもいいから。」とも言われたが、初めて社内・個人・グルー
プ全体の将来を思慮し、微力ながら余りにも大きい大役を仰せつかる事にした。
　受ける事を決めた日から、これからどの様に立ち振る舞えば良いか、どんな事を行えば良いか迷い
ながら過ごす毎日の中、就任前報告の為、社長と共に特に関係の深い取引先へ挨拶回り。事情を説明
すると皆驚き、冒頭の一言。言われるのも仕方がない、自分自身もそう思っていたので。相手は20歳
も30歳も目上の方々ばかり。取引先の顔を見辛く、視線を落としかけた時に隣で社長がゆっくり告げ
てくれた。
　「確かに経験も浅く、知識も不十分です。お客様からの信用もこれからです。ただ、それを補って
余りある『若さ』と、失敗を恐れない『行動力』がある。そもそも私が独立したのは20歳の時。それ
から比べれば、年齢も上で社員や周りの環境も整っています(笑)。」先方が呆気に取られた顔をしてい
た。多分自分も同じ顔をしていただろう。余りにも大役だった為、理想の社長像ばかり考えていて、
自分らしさを見失っていた。管理者になった時の初心を忘れかけていた。社長の言葉を聞いた時、そ
れまで詰まっていた色々な想いや感情が込み上げてきた事を今でも鮮明に憶えている。
　紆余曲折、途中あの未曾有の震災も経験し、沢山の家族・仲間と共に走り続け今年が10年目。毎年
忘れられない激動の１年だが、とりあえずここまで辿り着いた。今でも若い社員には、当時自分がい
つも社長に言われていた言葉を勝手に引用し「若いんだから、考え込む前に動け！行動を起こせ！一
生懸命頑張ってベストを尽くして、それでも大きな事にぶつかったら一緒に行って俺が責任取ってあ
げるから。」と言っている。最近は、当時社長が言っていた「若さの勢い」を社員に感じ、心強く逞
しく思っている。同時に、社長としての業務に携わる事が多くなってきている自分に対しても、妥協
する事無く結果を残し、若い者達へ模範を示せる様常に心掛けている。
　あっという間の10年！いつまで経っても上達のしないゴルフも含め、自分の進むべき道を示しても
らっている目の前の越えられない大きな背中を目標にして、これからも10年20年と成長と繁栄を続け、
次の世代にバトンタッチする事を楽しみに、たゆまぬ努力を怠る事無く過ごしていきたいと思います。

投　稿
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宮城県保健福祉部健康推進課発行
「みやぎの食育通信」より転載

国税だより
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渡
わ た

幸
こ う

大
お お

橋
は し

　平成25年新春号の“みやかん”から、広瀬川に架かる橋をご紹介しています。
　広瀬川は、仙台市青葉区の関山峠付近を源流に仙台市内のみを流れ若林区日辺で名取川と合流しま
す。幹川延長が45.2㎞、（生活用の小さい橋を除き）44本の橋が架けられています。

　渡幸大橋は、仙台市青葉区芋沢と青葉区上愛子を結ぶ水色の橋です。現在の橋は、長さ131.9メー
トル、幅員8.8メートルで、渡幸大橋を含む370メートルほどの道路は、昭和46（1971）年に渡幸㈱が
建設した私道でしたが、平成12（2000）年に仙台市が道路の権利を取得して市道となったものです。
　この橋から50メートル程下を広瀬川が流れ、橋からの眺めは、上流下流とも絶景です。
　渡幸大橋のやや下流に渡

ワタ

場
ッパ

という場所があり、かつて「大沢村」と「広瀬村」の交流・交易のため
の橋があったそうです。

〔写真撮影：㈲星川工業所　星川　猛　氏〕

発行／国税庁
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「水
す い

火
か

を踏
ふ

む」
　（大河の大水を踏み渡ったり、激しい大火を踏み超えたりするような）非常な冒険を冒すたとえ。

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――

一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　田　作（　　　　　）
２　田　舎（　　　　　）
３　田　圃（　　　　　）
４　田　麩（　　　　　）
５　田　螺（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。

１　ヨクヨウをつけて話すことが大切である。　　　　　　（　　　　　）
２　ヨクヨウ石けんで洗う。　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　ライシュウの月曜日が締切だ。　　　　　　　　　　　（　　　　　）
４　二百十日頃から台風ライシュウの時期である。　　　　（　　　　　）
５　ライシュウも豊作を期待したい。　　　　　　　　　　（　　　　　）

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。

１　（　　）唐　無　稽　　　　　　　　　２　呉　越　同（　　）

※解答は30頁です。

編集歳時記
（2016年清秋号№469）

　東北の夏は短い。梅雨が明けて、あれよあれよという間にお盆がすぎ、いつの間にか秋風が吹き、
虫の音が聞こえてくる。
　夏が短いからというわけではないが私自身、いつも夏は忙しい（仕事ではなくて、遊びなのだが）。
特に今年の夏は短く感じられた。
　梅雨明け早々、週末になると、海に行かなくては…、花火も見なくては…、テレビのオリンピック
放送も気になるし、楽天の試合も観戦しなくちゃ！とあっという間に夏は過ぎていった。四季の移り
変わりが速く感じられてしまうのは歳のせい？…なんて思ってしまう。
　速いのは季節の移り変わりばかりではない。
　世の中のスピードもこれまた大変なものである。
　少し前に世界中にブームを巻き起こした「ポケモンＧＯ」。最初はアメリカを始め諸外国で大人気
となり、立ち入り禁止場所への進入や、ゲームに夢中になり過ぎて、いわゆる「歩きスマホ」状態で
の人や自転車、時には自動車との接触事故が多く発生しました。トラブルがエスカレートして殺人事
件まで起きてしまった。
　そんなニュースが流れていた中、まだ日本では配信されてなかった時期においても、メディアやネッ
トなどでは過熱気味の情報が先行し、配信を待ちきれないユーザーが配信されると同時に、日本中に
あふれました。早朝、夜中問わず、スマホ片手に「散歩」する人たちが街中にいっぱい増えましたが、
あれから１ヶ月ほどが過ぎ、今はどうだろうか？
　あまりに問題が多く発生したため、規制された部分はあるにしても、過熱と冷却が早すぎると思う
のは私だけだろうか？

　話は少々変わるが、今日、パソコンやスマホの性能が次々とバージョンアップしていく。私などは、
この前やっと慣れたと思ったwindowsＸＰは、はるか昔の産物になり、少し前はwindows8・1、今や
windows10が主流で、またそれらを使いこなすのに四苦八苦している状況である。　
　携帯もこれまた同様である。契約更新時期がきて、世の中の流れに合わせ、ガラケーからスマホに
してはみたものの、アナログ時代の人間には使いこなせない機能が多く有りすぎて、中学生の孫に教
えを請う毎日である。
　デジタル化やインターネットの普及で、最近の生活は本当に楽しく便利になった。情報はスマホを
見れば簡単に手に入るし、買い物だって通販でほとんどのものが買える。スマホひとつ持っていれば、
たいていのことは出来てしまう世の中なのである。
　しかし、便利になった分、パソコンや携帯がないと、仕事や生活に支障が出てしまうことも事実で
ある。こんなすばらしい文明の恩恵を受けながら、時に「なんだか機械に使われているみたいで、癪
だなあ」と思うときがある。世の中の進化になかなかついていけない負け惜しみなのである。（これ
が本当かも？）
　世の中はここ十数年で飛躍的に進歩した。携帯のパソコン化、空撮はドローンが便利だし、生物学
においてはクローンの研究など、使い方を間違わなければ、どれもすばらしいものばかりなのだが…。
人類の科学技術はこの先、いったいどこまで、どのように発展していくのだろう。想像するとちょっ
と怖いような気もする今日である。

広報委員
坪田　達映（坪田工業㈱）

日本鋳鉄管㈱特約販売店

株式会社 エヌ・シー・ケイ 東北営業所

　　　代表取締役　南　部　義　明
（本　　　社）〒136-0071 東京都江東区亀戸 1 −11− 3  電話 03（3684）5171（代）  FAX03（3684）5130
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山 4 − 1 − 2  電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．ごまめ　　　２．いなか　　　３．たんぼ　　　４．でんぶ　　　５．たにし

二．　１．抑揚　　２．浴用　　３．来週　　４．来襲　　５．来秋

三．　荒唐無稽（こうとうむけい）
　　　　言うことがとりとめなく、考えの根拠がないこと。

　　　呉越同舟（ごえつどうしゅう）
　　　　仲の悪い者同士が乗り合わせること。「呉越同舟して試合場へ出かける」

宮城県管工業協同組合　第43期　広報委員会

委 員 長　外　山　佳　嗣　（仙台ガス水道工業㈱　取 締 役 会 長）
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